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南禅寺の家
素を楽しむ。素を極める。

京の都の東側。哲学の道や南禅寺にほど近いまちの一角に、その家はあります。

長年暮らした越谷でもなく、自分が生まれ育った浜松でもなく、

この家の主が、これからの人生の住まいを定めたのは「京都」でした。

高い省エネ性能を備えつつ、限られた敷地の中で自然の移ろいを暮らしの中に取り込む。

「南禅寺の家」でのくらしかた・すまいかたを伺いました。

取材・撮影・編集：㈱地球工作所 Earth Planning & Work.inc 
取材協力：K さん、豊田保之さん（トヨダヤスシ建築設計事務所）
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便利で均質な、越谷での暮らし

編集部：K さんは京都のご出身ではないと
お伺いしたのですが。ここにお住まいにな
られたいきさつを教えてください。
K さん：私は静岡県浜松の出身で、結婚し
てから 30 年ほどは埼玉県の越谷に住んで
いました。主人の勤め先が近いという理由
で選んだ家は、同じような形の建物が 30
～ 50 棟も並んでいるような団地で、時代
的にはわりとゆったりと計画されていて、
植栽も多くてよかったんですけど、１歳半
で息子を連れてここに引っ越すことが決
まった時は不安を感じました。というのも、
私は田舎育ちですし、田舎というのは「多
様」で、おじいちゃん、おばあちゃんもい
れば、崩れそうな家もあれば、立派な家も
ある。でも引っ越してきたその団地は全て

が均質で、住んでいる人も均質。親の年代
も私たち夫婦と同じくらいで、子供は１～
２人、東京に通っているサラリーマンとい
う構成です。ただ、便利は便利でした。
家から駅まで歩いて 7~8 分。団地内に巨大
なショッピングセンターがある他、駅まで
の道筋にコンビニも３軒くらい。ありとあ
らゆるモノがその範囲で揃うので、そこだ
けで暮らしていけるような便利さでした。
均質すぎる環境に対して、最初に抱いた疑
問をすーっと忘れてしまえば、暮らすには
とても便利という感じで、そのまま 30 年
間も暮らしてきました。
以前住んでいたその家は、床面積的には今
の家よりも広かったんですよ。１階だった
ので、小さいながらも庭があり、窓から緑
も見えるという感じの家でした。
ただ、その家に引っ越したくらいから私の

アレルギーがはじまってしまって。

アレルギーとの長い長い闘い

編集部：アレルギーの原因はわかっている
のでしょうか？
K さん：はっきりしているのはハウスダス
ト（※ 1）とダニ、カビといった類ですね。
最初はアトピー性の皮膚炎からはじまりま
した。
編集部：以前はなかったんですか？
K さん：子供の頃から全くそういうことは
なかったです。ちょうど息子が１歳くらい
でしたし、出産後の体質の変化というも関
係していたのかもしれませんが。
症状が出たはじめの頃は皮膚科に行って、
ステロイドなどをもらっていました。ステ
ロイドを塗ると一瞬で治るのに、しばらく
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するとまた同じ症状が出てきて、「おかし
い」と感じつつ、またステロイドを塗ると
すぐに治る。でも薬を塗って治った後に再
発すると、前よりも症状の範囲が広がって
いました。ステロイドが私の体質に合わな
かったのか明確な理由はわかりませんが、
最初は直径１～２ｃｍ程度の大きさだった
ものが顔全体に広がり、その薬を塗った手
でハンドクリームをつけたところから手に
も症状が出てしまい、手も顔もグチャグ
チャで、さらに真っ赤に腫れ上がって、そ
れが引くと、今度は皮膚がボロボロになっ
て落ちるという、その繰り返しになりまし
た。
季節的には春先の日差しが強くなるあたり
から症状が酷くなりはじめ、治まっても翌
年にはまたはじまる。そんなことを何回か
繰り返して、そのうち私は薬を塗ることを
止めました。皮膚科に行けばステロイドを
出されるしかないし、それが完治ではない
こともわかったからです。
だからといって冷やすくらいしか、痒みを
しのぐ方法はないんですけどね。ステロイ
ドに頼ることをやめた辺りからプールに行
きはじめて、泳いでいる間は水が冷たいか
ら痒くないんですが、プールからあがった
後が痒くて、家に飛んで帰ってシャワーで
冷やすということをしていました。
ただステロイドをあまり使わなかったおか
げで、薬の副作用といった影響があまり体
に残らずにすんだように思います。
だいぶ後になって、私のアレルギー症状の
大きな原因は「塩素」だと判明しましたが、
あの頃にはまだそんなことをわかっていな
かったし、マスターズ水泳に熱中して、毎
日毎日だいぶ長い間、主人が病に倒れて、

1. 既製のシステムキッチンを採用し、
化粧板だけを作り付けの家具と同じ材
で揃えた。2. キッチンの中にある洗濯
機置き場。その他、掃除機やこまごま
した物をしまう場所として重宝してい
る。これも K さんの要望に豊田さん
が答えた「住みやすさ」を支える工夫。
3. 階段室の上部には熱気抜きと採光の
ための高窓が。その下には本棚と物干
し竿が。風が通る場所をしっかり有効
活用している。4. 中庭を 2 階から見
下ろす。５.6 南禅寺の家は居室のどこ
かが窓に面しているため、日中であれ
ば照明がなくても十分に明るい。
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自宅で看病を始めるまで、熱心にプールへ
通っていました。

京都に居を構える

K さん：その後主人が亡くなり、息子は京
都の大学に通っていたので、私は越谷の家
に一人になってしまいました。
当時、息子は京都のお寺さんに住み込みし
ながら大学に通っていたので、息子のため
に京都市内に買ったマンションの部屋はほ
とんど空いていました。私はその部屋と越
谷の自宅を半々くらいで暮らしながら、ど
ちらに住み続けるのか決心がつかないま
ま、これからどうやって暮らそうか悩んで
いました。もちろん長く暮らした越谷には
友達がたくさんいました。でも私は塩素ア
レルギーでもう泳げない状態になっていま
したし、夫が亡くなる直前まで自宅で看病
していたので、その家に自分一人で暮らし
続けるのもすごく重苦しかった。暮らしを
ガラっと変えないとダメだと思い、京都に
住むことに決めました。
その頃はまだ越谷にいることも多かったの
で、インターネットの不動産情報で家を建
てるための土地を探しました。
編集部：どういった条件で探されたんで
しょうか。
K さん：街中に住むなら、東京とあまり変
わらない。そういう意味で街中のマンショ
ンというのは絶対なかったし、真ん中の一
戸建てというのも手が届かないのでなかっ
た。そうするとやっぱり「自然が豊かなと
ころ」というのが第一条件になって、ここ
南禅寺周辺と嵯峨野、大徳寺の裏の方、もっ
と離れてしまえば大原とか岩倉なども候補

として考えました。
私が京都に住もうと決めたのは、京都な
ら親族やお友達が来てくれるからなんで
すよ。30 年以上暮らした土地から離れて、
一から新しい暮らしをはじめるとなると不
安です。でも友達がいる土地を離れても、
京都ならけっこうみんな遊びに来るんです
よ。反対に私が越谷にいたら絶対来なかっ
ただろうという学生時代の友達も訪ねてき
ます。そういうことを考えると人が訪ねて
きやすいように、あまり中心部から離れた
くなかった。
編集部：なるほど。
K さん：「自然が多いけれど、ある程度交通
の便がよいところ」という条件で探して、
インターネットの物件情報でここを見つけ
ました。紹介写真で見る限り、あまり印象
は良くなかったんですが、この辺りの土地
としては破格な値段でした。
京都にいた息子に実際の場所を見に行って
もらったり、私の兄にこの土地を一緒に見
てもらったりして購入を決めました。
10 月頃に土地を買って、そこから「土壁」
というキーワードで、インターネットで設
計士さんを探して、実際に豊田さんにお会
いしたのは年明けぐらいでしたね。

結露やシックハウスの
起こらない家に住みたい

編集部：なぜキーワードが「土壁」だった
のでしょうか。
K さん：シックハウスなどについては、い
くらか知識がありましたし、そうなるとや
はり壁紙は貼りたくない。
それと前の家では結露で苦労したんです。

冬場になるとすべての部屋の窓に水が流れ
て、下に結露受けのようなものを置いても
サッシのゴム部分や部屋の隅はカビて。特
に断熱材が足りていないのか北側の一部屋
は壁紙が剥がれて。剥がれた後の壁が全部
カビていたという恐ろしい環境でした。１
階だから特にそうなのかもしれませんが、
向こうで暮らしている時に最も嫌なことが

「結露」だったので、新しく建てる家は結
露も出ない家、何よりもカビが生えたりし
ない家にしたかったんですね。
豊田さん：この家は大丈夫でしたか。
K さん：冬の間に２～３回だけ、床から 50
ｃｍくらいの高さに帯状の微かな曇りが出
ましたが、窓を拭かなきゃいけないような
ことはなかったです。
編集部：お風呂場のタイルの目地にカビが
生えたりとかもしませんか。
K さん：ないですね。お風呂の汚れる場所
は決まっているので、マイクロファイバー
のクロスを使って、お風呂に入っている最
中にそういうところも一緒に拭いてお湯で
流します。それからお風呂を出る時に浴槽
のお湯を抜いて、浴槽周辺の水気を全部拭
いて、窓を開けて風を通してしまえば、カ
ビは生えないし、特にまとめて汚れを落と
すような大きな掃除をしなくても問題あり
ません。
編集部：徹底していますね。お風呂の窓は
開けたまま寝て大丈夫なんですか。
K さん：最初からお風呂場の窓を開けて寝
ることをお伝えして、その点に配慮した設
計にしていただいています。
編集部：カビは完全になくなったとして、
化学系の材料はいかがでしょうか。
K さん：できる限り使わないという感じで

すね。例えばブラインドのガイドレールの
プラスチックの部分は、木で作り変えても
らいました。
豊田さん：あとはシステムキッチンの化粧
板を、ステンレス製の市販のものから木の
ものに変えています。建具の透明な部分は
割れたら危ないので、私が設計する場合は
アクリルを使うことが多いんですが、K さ
ん宅の場合は全てガラスにしています。
K さん：杉やヒノキを多く使っているので、
今でもお客様から「木のいい香りがする」
と言われたりします。
豊田さん：スギやヒノキにアレルギーのあ
る方もいらっしゃいますよね。
K さん：私の生まれ育った町は材木問屋や
製材所が多いところで、スギやヒノキの香
りに包まれて育ちましたから耐性があるん
でしょうね。そこは昔、川の上流の山で伐
採した木を筏にして運び、その筏を解く場
所だったので、50 軒以上の製材所が川沿い
に立ち並んで、町のほとんどの人が製材関
係の仕事についているような、そんな町で
した。私の祖父は林野庁の営林課に勤めて
いましたし、叔父は製材所を経営していま
した。私の父は家を建てるのが好きで、よ
く家の増築をしていました。そんな時は棟
梁に頼んで、材木は叔父さんやその辺の材
木屋さんに頼んで持ってきてもらって建て
る。私はそういった環境で育ったので、父
と同じような形で自分の家を建てたいと思
いました。
ただ私は知り合いの棟梁も工務店もいませ
ん。でも設計をお願いする方さえ探せば工
事の管理もしてくださると思い、土壁の家
を設計できる方、さらに手抜きをしないき
ちっとした方を探しました。それが私の家

作りにおける第一の課題でしたが、そこを
クリアして豊田さんにお会いすることがで
き、豊田さんから良い工務店さんを紹介し
ていただいて、叔父に材木を用意してもら
い、すべてが思っていたよりもはるかに上
手く進みました。

暮らし方で
「心地よさ」が増していく家

編集部：実際に暮らしてみていかがでしょ
うか。
K さん：この家は想像していたよりもずっ
と快適でした。それも１年目よりも２年目
の方が快適になってきていて、去年の夏よ
り今年の夏の方が快適でした。
編集部：思い当たることはありますか？
K さん：たぶん中庭の木が茂ってきたのと、
私がこの家の暮らし方をちょっとわかって
きたからかな。去年は２階の寝室に寝てい
ましたが、やはり２階は暑いです。そこで
今年の夏から１階に布団を敷いて寝るよう
になったんですが、1 階のどの窓を開けて
おくと２階の小窓から風が抜けていくか、
さらに安心して眠れるかということを学び
ました。
明け方が涼しいうちはまだ風を入れると涼
しくなるし、そうやって夜の涼しい風を通
していると昼も少し涼しくなりました。で
も８月に入ると夜も涼しくなくなってし
まって、そうすると夜に窓を開けていても、
この家自体があまり冷えなくなってしまい
ました。そういう時期でも昼間はクーラー
を入れていましたが、夜はクーラーをつけ
ないで眠れます。
ふだん私は昼間もクーラーを入れないです

1 2 3 4 5 6
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ごしていますが、室温が 30 度を超えると
さすがに辛くなってきますね。
今年の夏は私の叔父が熱中症で病院へ運ば
れたこともあり、家族内で「熱中症注意警
報」が出回っていたので、あまり無理せず
にクーラーを使うようにはしていたんです
けどね。
豊田さん：今年のほうが、暑さが厳しかっ
たのになぜでしょう。
K さん：体が慣れたのかもしれません。夏
だけじゃなく、この家に暮らしはじめた年
の冬も、次の年に比べて寒さが堪えました。
家が完成したのが 10 月で、その後すぐか
ら年明け 1 月くらいまで実家に帰っていた
んです。お正月を過ぎて帰ってきたら家が
本当に冷たかった。暖房を入れて暖めても
暖めても冷たい。一度暖まっちゃえば暖か
いんですが、私にとって初めての京都の冬
だったので、「京都の冬は寒いわ～。」と思っ
ていましたが、翌年にはそんなことなかっ
たですね。
豊田さん：出来立ての家は基本的に暖まっ
ていないですからね。その新築の家を暖め
ることなく、寒い季節に実家に帰って空け
ていたことが原因でしょう。夏を過ぎると、
ある程度家も保温されて、秋冬に突入する
ので、ちょっとマシになるんでしょうね。
K さん：ちょうど２年くらいですから、こ
なれてきたこともあるんでしょうね。
編集部：アレルギーの方はいかがですか。
K さん：京都に住もうと決めた頃は本当に

体調が悪くて、顔はお岩さんみたいに腫れ
上がって、さらに日光に当たるとかぶれる
ので、日中はカーテンを閉めて部屋の中に
篭もる生活を何ヶ月も続けていました。
編集部：大変でしたね。
K さん：カーテンの隙間から日光が入って
くるとわかるんです。かすかな日の光を感
じて皮膚が痒くなるくらい過敏になってい
たんでしょうね。皮膚が剥がれては再生し
ということを繰り返すうちに、本当に薄く
なってしまったようです。そんな中、久し
ぶりにプールに行ったら塩素の臭いで頭が
クラクラして、そこで初めて自分が「塩素
アレルギー」だったことを悟りました。2
度ほど試して同じ症状が出たので、そこで
確信したんです。それで京都の息子の部屋
に暮らしながらしばらく漢方のお医者さん
に通い、漢方薬を飲みながら体調の回復を
図りました。こちらに引越した翌年の春に
なってもアトピーが出ませんでした。今で
は医者にも行っていないし、漢方薬も飲ん
でいません。

家の中に光と風を通す
新しい「京の中庭」

編集部：庭は別の方にお願いされたとお聞
きしましたが。
K さん：息子がお世話になっていたお寺の
お庭を管理している庭師さんにお願いしま
した。そのお寺の庭は小川治兵衛（※ 2）

さんによるもので、そういった歴史的な庭
園を管理されている庭師の方です。南禅寺
界隈に家を建てるという話をお寺のご住職
にしたところ、「お庭はその方にみてもら
うといいですよ。」という助言をいただい
たので、最初から庭についてはその方にお
願いすることに決めていました。
編集部：この家はこの庭があることで、さ
らに魅力的になっていますからね。
K さん：そうですね。本当にそう思います。
私は最初からお庭にはこだわっていて、自
然な感じの庭をとお願いしていたので、京
町家の庭には植えられないような樹種もた
くさん植えられています。伝統的な京町家
の庭とは違いますが、石組みや池、コケや
シダなど京都の庭師さんの伝統技術がしっ
かり活かされ、京都ならではの庭を作って
いただけたと思っています。
編集部：庭の手入れはどのくらいの頻度で
お願いしているのでしょうか。
K さん：庭が完成してから、まだ１度も入っ
ていません。植えた植物が自らの生きる場
所を探して落ち着くのに３年かかるそう
で、それまでは手を入れないという庭師さ
んの方針があり、私もそれに従って特に何
もしていません。水も夏場の雨が降らない
時期の夕方にだけあげています。
編集部：自然にまかせる、と。
K さん：そうですね。それとうちの中庭は
純粋な京町家と違って、庭へのアプローチ
が家の外側にあるのでまたちょっと雰囲気
が違うと思います。
豊田さん：京都の町家はお隣同士がくっつ
いて建っていることが多いから、本当に家
の中にある「中庭」ですよね。だから木も
大きなものは植えませんし、植えても１本
程度、そこに蹲を置いて完成というものが
多いです。
K さん：家の真ん中にお庭があると、全て
の場所からお庭が楽しめるし、全部の部屋
が明るくなっていいですよね。
この家に住んでいると、外からの視線をほ
とんど意識しないで暮らせます。

5. 中庭に面したリビング。「自然な庭にしたい。」という
K さんの希望を受けて、伝統的な京の庭を手がける庭師
がしつらえた。6. リビングの窓から見える緑は玄関から
庭に続く小道のもの。隣の塀を隠し、部屋の中に潤いを
与える。7. 玄関から庭に続く小道。ゆるやかに蛇行する
ため、実際の広さよりも奥行きを感じさせる。8. 和室か
ら庭を望む。隣家との境界に植栽を配し、山の中にいる
ような印象を与える。9. 南禅寺の周辺は水気の多い土地
柄で、庭には湿気を好むシダやコケが生えてくるそう。
10. 池のほとりの亀の置物は庭師さんが置いていったも
の。「自分の好きな物を持ってきては置いて行くんです。」
とは K さん談。11. 池の水は当初、水道水を使っていたが、
今では屋根で集めた雨水を使っている。池の中には K さ
んがボウフラ対策のために入れたメダカの他、迷い込ん
だ沢ガニもいる。
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1. この家に暮らしはじめてから、長年悩まされていた体
調不良がなくなった K さん。部屋の中には木漏れ日がそ
そぐ。日の光を恐れて暮らしていた頃から考えれば奇跡
のような話である。2 換気のために設けられた浴室の小
窓。この窓と２階の高窓を開けて寝るだけで家の中に風
の通り道ができ、アレルギーの原因となるカビの発生も
抑制する。3. 塩素を除去するためにシャワーヘッドは塩
素中和剤を入れられるタイプのものを使用。4. 湯船には
塩素中和剤を入れて、出たら必ずお湯を抜く。快適に暮
らすためには、そのための住まい方も重要。
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豊田さん：風通しも良くなりますしね。
編集部：この家は「平成の京町家 ( ※ 3）」
の認定を受けているとお聞きしましたが、
そこでも庭を作ることが必須とされていた
のでしょうか。
豊田さん：私たちが申請した時にはありま
せんでしたが、今年度からは「庭を作る」
ことが必須条件になったようです。
合わせて「風通しを必ず良くする」｢環境
調整空間を作る」という２つも必須要件に
なっています。
編集部：「環境調整空間」とは具体的には
どういったものなのでしょうか。
豊田さん：土間的な、気候が穏やかな季節
には窓を開けたり閉めたりしながらすごせ
るような空間のことですね。
編集部：その３つは伝統的な京町家で欠か
せない要素なんでしょうか。
豊田さん：そうですね。京都は盆地ですか
ら風が通りづらいし、建物が密集している
ので、隙間がない分住まいの中に風が流れ
てきにくい。そういったことも家の中で感
じる暑さと関係しているので、それに配慮
したしつらえが京都の住まいには欠かせな
いんでしょう。

変わり行くまちと人に
住まいはどう関わっていくのか

K さん：この家のまわりはこの場所が好き
で後から移り住んできた私のような人たち
もいますし、別荘のように普段は住まない
人もいます。
もちろん昔から住んでいる人も多くて、下
町のような雰囲気があり、今でも昔ながら
の地蔵盆などが開かれています。一方で高

齢者が多くて、子供が少なくなっている地
域なので、意外と空き家が多いんです。親
御さん世代が亡くなってお子さん世代がそ
の家に住まわれないと、空き家になって売
りに出されて、まったく別の家が建つんで
すが、南禅寺界隈の街並みを素敵なものに
していた庭や道に面した石垣や土塀等も一
緒に失われてしまうことが多くて、このま
ちの雰囲気を愛する者として、それをとて
も悲しい気持ちで見ています。
この家を建てる時も、街並みを崩さないよ
うにお隣の屋根や石垣の高さと揃えるよう
に設計してもらったんですが ...。
編集部：この家は長期優良住宅の認定も取
られているので、次の世代が住み継ごうと
思えばできる家なんですよね。
豊田さん：そうですね。実際に家を長持ち
させるためには、人が住みながらメンテナ
ンスしていかないと難しいでしょうが。
K さん：人が住まないと家が痛むのはなぜ
でしょうね。風通しがなくなるから？
豊田さん：他にも熱と光と空気等、いろん
なものが関係しているでしょうね。
K さん：そう考えると私が後 20 年は生き
ていたとしても、その後にこの家はどう
なっちゃうんでしょうか。
豊田さん：K さんのあの元気なお母さんに
住んでもらったらどうですか（笑）。
実際、今の親や祖父母の世代の方が、僕ら
より体が丈夫そうなので、長生きして、間
の世代の方が減少するような時代になると
も言われていますからね。
K さん：私もそれは感じます（笑）。
編集部：今日は貴重なお話をありがとうご
ざいました。（終）

1. キッチンの窓から見える景色。自宅の緑の向こうには、
古くからのお宅の土塀と庭、そして東山の緑がある。
2. 影となる北側からの涼風を安心して取り込めるよう、
北面の開口部には稼動式の格子を付けている。
3. 玄関の前にも格子の扉があり、まちと家の間の、緩や
かな緩衝空間として機能する。

「南禅寺の家」の環境共生配慮ポイント

資料提供：トヨダヤスシ建築設計事務所

研究データ：岩前篤（近畿大学理工学部建築学科教授）

「南禅寺の家」は機械に頼らず、自然の恵みを最大限に活かすための建築的な工夫を多く取り入れた住宅です。
設計者の豊田さんによる綿密なシュミレーションと、伝統的な素材・工法と現代の技術・素材の組み合わせにより、
環境共生住宅の目指す「Low Impact」「High Contact」「Health ＆ Amenities」がバランスよく実現されています。

※ 1：ハウスダスト（house dust）
室内塵のことで、アレルギーを引き起こすいくつかのア
レルゲン（ペットなどの動物やヒトの皮屑（フケ）、カビ、
ダニ、および細菌など）が混ざったもの。 「ハウスダス
トアレルギー」と言った場合、その実態の多くがチリダ
ニ（House dust mite）の仲間の虫体および糞などが細か
く崩壊したものに対するアレルギーであることが多い。
※２：小川 治兵衛 / おがわじへい
江戸時代から続く植木屋「植治（うえじ）」の当主の名前。
特に７代目・小川 治兵衛（1860~1933）は、南禅寺界
隈の財界人の庭園（山県有朋の無隣庵、市田弥一郎の対
龍山荘、住友春翠の有芳園、野村徳七の碧雲荘、細川家
の怡園や洛翠、西園寺公望の清風荘など）を多く手がけ、
近代日本庭園の先駆者とされる。琵琶湖疎水から水を引
き、東山を借景とした庭園で知られる、日本を代表する
作庭家・庭師である。
※ 3：平成の京町家
伝統的な京町家の知恵と現代の環境技術を融合した京都
型の環境配慮住宅。必要要件を満たした住宅には京都市
から助成金が支給される。K さん宅の「南禅寺の家」は
認定第 2 号ながら、一般住宅では第 1 号目の記念すべき
住宅。残念ながら認定制度の先駆けだったので、助成金
の仕組みはまだなかったそう。
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さらに住まいの断熱性能を高めると、生活にかかるエネルギー消費量を減らすことができます。
「南禅寺の家」の入居後 1 年間の光熱費と使用量を一般世帯のものと比較してみると、一般世帯
に比べ「南禅寺の家」では 74％程度しかエネルギーを使っていません。家庭におけるエネルギー
消費量で一番大きい割合を締める電気も約 28％の削減。温水床暖房を使用しているため、ガス
の消費量は一般家庭とほぼ同じです。水道は庭への水やりがあるにも関わらず少なめでした。

 ● 入居後の光熱費と使用量から見る「南禅寺の家」の省エネ性能

 ● アレルギーの原因を取り除く～住まいの断熱性能を向上させる工夫～
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K さんが長年苦しんだアレルギーの原因ともなっていた「結露」や「カビ」は、住まいの断熱性
能が十分でないために起こります。住まいの断熱性能を向上させれば、住む人の体調不良が改
善されるという研究結果もあるほど、断熱性能と住む人の健康は深く関係しています。（グラフ
1 参照）その因果関係を理解していたからこそ、設計者である豊田さんは、断熱性能の高い住ま
いの実現を目指しました。同時に伝統的な日本の素材や工法の良さを活かした住まいとするため
に、単体では断熱性が劣るものに関しては現在の技術や素材を組み合わせて使い、断熱性の向上
を図っています。竣工後のサーモカメラ画像により、実際の効果を検証しました。

検証 1. 昔ながらの木製建具×ハニカムサーモ
中庭に面した大きな窓は、地場の建具屋さんによる昔ながらの木製建具のため、建具と枠の隙間
から風が入ってくるので、ハニカムサーモスクリーンの断熱レールタイプを採用しました。サー
モカメラによる画像を見ると、木製建具とハニカムサーモスクリーンを組合せて使うことで、室
内の熱環境が改善されていることがわかります。
検証 2. アルミ樹脂複合サッシ×障子戸
窓を閉めた状態で障子戸を開け閉めし、サーモカメラで撮影。サッシだけでは冷気が侵入し、部
屋で温めた熱が逃げています。一方障子戸を組み合わせることによってそれが和らぎます。障子
戸は、日本の夏・冬を乗り切るために考えられた優れた建具だったことがわかります。
検証 3. 土壁×断熱材
リビング・ダイニングの土壁（Ｕ値約 0.51 ｗ /㎡・Ｋ）をサーモカメラで撮影した画像を見ると、
室内は 20 度程度に保温され冬は暖かい空間となっています。土壁の蓄熱性も断熱材があるから
こそ、外部へ熱が逃げず、土に蓄熱できます。住まいを快適に保つためには、集熱、蓄熱、断熱
のバランスが大切だということが画像からも読み取れます。

検証 1. 昔ながらの木製建具×ハニカムサーモ

グラフ 1：健康改善率

検証 2. アルミ樹脂複合サッシ×障子戸

検証 3. 土壁×断熱材

開けた状態 閉めた状態

※健康改善率とは
転居前にあった症状が、
転居後に改善した割合。

過去 10 年、
約 2 万人を対象に調査

・喉の痛み
・肌のかゆみ
・高血圧などの諸症状

断熱グレード 4
省エネルギー対策等級４
相当


